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保育所給食調理業務に係る事故発生報告書      

                           令和３年９月６日 
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添付書類（写真以外） 有 ○無 

＊時系列で報告してください 

 

 

 

 

 

 

 

報告者 米子市あがた保育園 園長 田中 恵美子 

発生年日時 
令和３年９月６日 （月）   １１時 ３０分 

発生場所 
  保育室 園長の所在 

 

□  在園 

 ■  不在 

子どもへの提供  ■  有   

□  無   
喫食（子どもへの提供

有の場合） 

 ■  有 

 □  無 

責任の所在 保育園  製造業者  委託業者 ○ その他  

内容 11 時 30 分 給食中、三歳児クラスの子どもの汁椀に異物の浮かんでいるのを保育

者が発見する。報告を受けた園長補佐はすぐに全職員に汁の提供を止

める指示をし、園長に電話で報告する。 

      園長の指示により、汁の提供をやめる。 

対応 

 

 

 

 

 

11 時 30 分 園長補佐が確認したところ、ねぎについている包装テープの一部だっ

た。 

一旦給食は止め確認したところ未満児クラスの数人は食べている途中

だった。 

給食室にその破れたねぎのテープの元を探してもらうが、午前中のご

み収集に出した後であった。 

11時32分 報告を受けた園長が支援課に連絡をする。 

15時    保護者にお詫び文を掲示する。 

 

原因 

 

○ねぎのテープを開封する際に、小さな破片がねぎに付着し、そのまま切る作業に

入ったため、配膳の際に混入した。食材の確認、配膳したときの確認が出来てい

なかった。 

 

今後の対策等 
 

○作業を行う前後に、声出しや指さし確認を複数で行う。 

○食材の取り扱いに気を配り、包装をていねいに取り除く。 

○配膳時に異物が入っていないか、凝視して提供する。 



 

 

保育所給食調理業務に係る事故発生報告書      

令和3年7月5日（メフォス） 

 

 

＊添付書類（写真以外） 有 無 

＊時系列で報告してください 

 

 

 

 

 

 

報告者 小鳩保育園 園長 亀尾 祐子 

発生年日時 
令和3年7月2日 （金）  10時  30分 

発生場所 
調理室 園長の所在 

 

□  在園 

 ■  不在 

子どもへの提供  □  有   

■  無   
喫食（子どもへの提供

有の場合） 

 □  有 

 □  無 

責任の所在 保育園  製造業者  委託業者 ○ その他  

内容 10時 30分 園長補佐の検食時に、調理員より「今日の 3歳未満児のご飯の水分量

が違ったみたいで硬めです」と言われる。検食の結果、確かに硬めだが

食べられないことはなかった。 

10時50分 調理員が茶碗に盛り付ける際、冷めたせいかやはり硬さが気に 

なり園長補佐に相談。再度、煮直すこととする。 

11 時 05 分 煮直したご飯を、再度園長補佐が検食する。最初より柔らかいものの

モサモサしている。通常のご飯と食感が異なるため、提供には不適切と

判断し、ご飯の提供をしないこととした。 

11時20分 子育て支援課栄養士に連絡し、状況を説明する。 

 

対応 

 

 

11時10分 ご飯の提供が無い分、この日のミネストローネやひじき豆等、   

      汁物やおかずの量を多めに提供する。 

11時40分 本日3歳未満児のご飯の提供が無かったことを、玄関掲示をし 

て、保護者に伝える。 

原因 

 

 炊飯器自体の不具合は無かったので、水の量が足りなかったことが原因であった。 

今後の対策等 
 炊飯時の水加減や米の分量など今まで一人で行っていたが、今後はダブルチェッ

クでの確認とする。 

また、検食時に『おかしい』と思った時点で、新たに炊き直せば今回提供するこ

とが出来ていた。安心・安全な給食のためには、早い段階の判断の重要性も改めて

実感し、今後に活かしていきたい。 

 思い込みが事故に直結することを、もう一度全職員で意識し、再発防止に努める。 


